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放射線ゼロの危険

　福島第一原発事故以来，放射線規制値の根拠とされている LNTモデ
ル（放射線リスクのしきい値なし直線仮説）は，近年の研究で否定され，
低線量率ではかえって免疫力が改善されるホルミシス効果の驚くべき
知見が相次いでいる。こうした放射線医科学の真の姿を示すことで，
本書は，福島の放射線が全く健康な範囲にある意味を正しく理解した
上で，LNTモデルの廃止こそが日本創生のカギと説く。
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